
寺院消滅 
～失われる「地方」と「宗教」～ 

 
日経ビジネス記者 兼 正覚寺副住職 

鵜飼秀徳 
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地方の疲弊と寺院 
      ■増田寛也氏（元総務相）の「消滅可能性都市」を使った「消滅可能性寺院」■ 

 

• 2014年5月に、民間研究機関の日本創成会議（座長・増田寛也元総務相）が発表した「消滅
可能性都市」896市区町村のリストは、関係者に大きな衝撃を与えた。増田氏らは、このまま
大都市圏への人口流出が止まらず、若年女性の減少などが進めば、2040年には全国の自
治体の49.8％が消滅する可能性があると指摘している。 

 

• 秋田県では大潟市を除いた全ての自治体が「消滅可能性」の範疇に入り、青森県（87.5％）
や島根県（84.2％）でも多くの自治体が将来、「消えてなくなる」可能性がある。 

 

• こうした消滅可能性都市には、多くの宗教法人が点在している。「都市が消滅するのに、寺や
神社だけが生き残ることはあり得ない」と指摘するのは、國學院大学神道文化学部長の石井
研士氏である。 

 

•  石井氏は、「消滅可能性都市」に宗教法人がどれだけ含まれるかを試算した（次ページ）。
すると、全17万6670法人のうち約35.6％にあたる6万2971法人が「消滅可能性」にあること
が分かった。 

 

•  このうち伝統仏教の寺院の割合を、教団別に見てみる。すると、高野山真言宗45.5％、曹
洞宗42.1％、天台宗35.8％、臨済宗妙心寺派34.7％、日蓮宗34.3％、浄土真宗本願寺派
32％、真宗大谷派28.5％、浄土宗25.2％などの数値がはじき出された。ちなみに神社本庁
所属の神社では41％となっている。（図参照） 
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宗派別「消滅可能性寺院」 
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各教団の調査報告 

［浄土宗］ 浄土宗では2004年に寺院問題検討委員会が設置され、兼務寺 院、過疎地の寺院運営などの調査を実施している。

この報告 は過疎地に特化した寺院へのアンケート調査で、2014年6月 の「宗報」にて報告された。同宗は他宗に比べれば比較的都 市部
に寺院が集まっているほうだが、それでも過疎地の寺院 運営の厳しさがうかがえる。  
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「寺院消滅」の現場より 
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過疎地の寺院 ケース① 

・福島県会津坂下町では、13ヵ寺を兼務する寺がある
（浄土宗） 

・１村１カ寺を今なお、受け継いでおり、村の少子高齢
化とともに空き寺化 

・明治以降、少しずつ兼務が増えていったが、近年３
つの寺が新たに被兼務寺院に 

・「孫請け寺」も出現 

・本寺の収入が減ってきている中で、兼務寺院の存在
があるから経営が成立している一面も 

・空き寺では仏像の盗難が相次いでいる 
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過疎地の寺院 ケース② 

•長崎県五島列島にある宇久島の妙蓮寺では、３年前、
若い在家出身の和尚さんを住職に迎えた。 

•先々代住職は、「こんな島なんか、誰もこないよ」と言
い捨てて、本土に逃げていった。 

•檀家は、住職を迎え入れるため、庫裏を整備 

•島は昔はクジラ漁とアワビ漁で栄えた。裕福な檀家
に11ヵ寺が支えられた 

•しかし、調査捕鯨・漁業の衰退、離島ならではの事情
が寺の衰退に拍車。現在、4カ寺が空き寺 
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過疎地の寺院 ケース③ 

•島根県石見地区は銀山で栄え、江戸時代までは「石
見１００カ寺」と呼ばれるほど寺院が密集。 

•過疎化の進行に、寺の統廃合が追いつかない。 

•超限界集落に公民館化した空き寺。 

•地図にもカーナビにも載らない寺。名義上の住職が
京都に住んでいて、年に１回、弟子を連れてきて怪し
い集会を。 

•地元の教区長は「葬儀の度に檀家が減っていく」。 

•浄土宗では、石見教区東京法要を実施。 
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過疎地の寺院 ケース④ 

• 岩手県陸前高田市の浄土寺では2011年3月11日の津波で、
220軒301人の檀家が命を奪われた。 

• 戒名を一定のルール「安誉○○居士（大姉）」にせざるをえず、
重複も発生。 

• 葬儀の布施を一律5000円に。→震災後４年が経過しても「何
かにつけて5000円が地域で定着」 

• 檀家も、寺も苦しい中、震災前の布施料金水準を取り戻すの
は困難。 

• 一般住宅であれば行政から助成金が下りるが、宗教施設は
「政教分離の原則」で補助対象にならない。 

• 地域の紐帯として、寺が復興の要になって然るべき存在だが、
現実的には寺は次々と消滅。 
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住職たちの挑戦 
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住職たちの試み ① 

•臨済宗妙心寺派の柴田文啓さんは、横河電機アメリ
カ法人の元社長。 

•若い頃、坐禅会に通い、仏教に魅せられる。 

•定年後、修行し、僧戒を得て、長野の空き寺に入る。 

•檀家は１軒だが、企業の研修など寺を利用。 

•退職金と年金があるから企業人は空き寺に入りやす
い→むしろ檀家が少ないほうが気楽。 

•高齢者が僧侶になることのハードルの高さを実感し、
高齢者向け修行道場を宗を巻き込んで整備。 
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住職たちの試み② 

•都市開教制度を使って寺を開いた若い僧侶 

•東京近郊ベッドタウンでは人口増が続き、「仏壇を保
有しない」若い世代に対して、布教 

•最初は「怪しい宗教」に見られるが、「ひと手間かけた
葬儀」が評判になって多数の檀家を獲得 

•収益事業に手を出さず、僧侶としての基本姿勢を崩
さない 

・結果的に人々の心を掴んで、檀家を増やしてる。→
都会人の「寺離れ」、「宗教離れ」は本当か？ 
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